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パワー。オブ。マントラ

アクエリアスの新時代に生きるカルキ・アヴァターラ、サマエル・アウ

ン・ベオールは語ろう。

ノーシス．ムーブメント、、fシヴァナンダ・アラヴァルタ．ァシェラムの

兄弟たちよ、またあらゆるスクール、組織、宗派の兄弟たちよ、耳を傾け

て聞いてほしい。

人類は、超常的な、頼まれな能力を発達させることができる。それは我

々が超自然の力と見なしているものである。

超視覚：これによって超越した（高次の）世界や、そこに存在するもの

を見ることができる。

超聴覚：これによって内なる世界や、存在の声を聴くことができる。

直観：これは我々の心臓のチャクラと深い関係がある。

テレパシー：これも人類に存在しているものであり、このすばらしい力

はへその少し上にある太陽神経叢と密接な関係がある。

また、あるチャクラは我々の経てきた数々の過去生を想い出すのに役立

つ。そのチャクラは両方の肺に位置している。

これから述べるマントラによって、我々はそれらの能力を開発すること



・好

ができる。「マントラ」とは、「パワーある言葉」という意味である。音

は、明らかに現実的な形ですべての世界に影響を与えている。例えば、大

砲の音は家の窓ガラスにひび割れを起こさせるが、柔らかい一言は怒りを

鎮め、皮肉な言葉はそれを開いた者に数々の感情を湧き起こさせる。この

ように、音は創造されたすべてのものの中の、原因の中の原因である。

聖ヨハネも、「初めに言葉があった。言葉は神と共にあった。言葉は神

であつた。この言葉は神と共にあった。すべてのものはこれによってでき

た。できたもののうち一つとしてこれによらないものはなかった」と語っ

ている。（『ヨハネ』1：1－3）

以上のことからも、マントラとはパワーある言葉だということがわかる

だろう。それらの言葉や文字、あるいはいろいちな音の組合せによる振動

によって、人類の潜在能力を目覚めさせることができるのである。

ではまず初めに、超視覚を目覚めさせるのに役立つマントラから見てみ

よう。

＊　　＊　　＊

』グ

超視覚

この感覚器官で、我々は「超常（高次）」の世界を見ることができる。こ

の器官は脳下垂体と深い関係があり、脳下垂体はちようど我々の眉間に位
イ

置するところにある。この腺の基本的な母音は「I」である。神聖な超視

覚に関するマントラはすべて、この母音が基になっている。母音「I」は

次のように発音する。

イー

IIIIIIII・．．・．・．・

（上記において繰り返し用いた続け字は、のばして発音する）

この音は何度も繰り返し発声することができる。またいくつかの子音と

組み合わせることによって、驚くべき効果がもたらされる。このようにし

てマントラは作られる。
イ　シ　ス

短期間で超視覚の開発ができるマントラがある。それは「ISIS」で

ある。イシスはエジプトの地で深く崇拝されていた女神である。そのイシ

スのヴェールを上げるのに成功した者は、誰であろうと超自然の世界を見

ることができる。我々はイシスのヴェールを上げなければならない。そし

てマントラを使うことを覚えることが緊急に必要である。母音「I」はマ

ントラ「ISIS」の基礎である。このマントラは次のように発音する。

イ－　　　　　スー

IIIIIIISSSSSSS・。・・・

IIIIIIISSSSSSS・・・．・

ス

「s」はソフトに、静かに、蛇が出す音のように「スーッ」と発音する。

rs」を強く振動させることによって、ちようど眉間の位置に驚くべき蓮
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の花が生じる。このエクササイズを続けていけば、やがて聖なる超視覚が

開発され、超自然の世界を見ることができるようになるだろう。そして生

と死に関するすべての神秘があなたの前に、目に見える現実として現れる

だろう。

もう一つ、聖なる超視覚を目覚めさせるための重要なマントラがあるo
スイ．ラー

「SUIRA」である。これは次のように発音する。

スー　　　　　イー　　　　　　　　　　　ルルルラー

S S S SSUIIIIII・・．。RRRRRAAAAA．．・。

（「ロゴス・マントラ．テウルヒア』第7章参照）

このマントラを毎日30分発声するとよいだろう。重要なことは、飽き

ずに、粘り強くやっていくことである。不屈の力を養うことは、我々にと
、．

って何よりも大切なことである。兄弟たちよ、このようにして能力を獲得

することができるのである。それには、首尾一貫した堅実さと誠実さ、そ

して深い内的信仰心をもって行うことが何よりも大切である。

もう一つ超視覚開発に重要なのは、文字「R」である。この「R」を発

声するための大切なポイントは、とてもシャープに（鮮明に、カン高く）、

鋭い音調で行うことである。小さい子供がやるように（巻き舌で）次のよ

うに発音する。
ルルルー

RRRRRRR・．・・・・．

充分シャープに発声できただろうか。これは男性にとっては難しいかも

しれないが、超視覚開発には欠かせない音である。この音によって、速や

かに超視覚を目覚めさせることができるだろう。

これらのマントラをアパートや寝室で唱えることができるが、もし周り

の人に聞かれたくないのなら、それを防ぐ簡単な方法がある。ラジオの音

量を大きくしておけば、自分の声が周りに聞こえるのを防ぐことができる。

現代社会の中で自然から離れて生活している以上、このようなことは必

要である。我々は昔のインドやチベット、古代イスラエルにいるのではな

い。その頃は誰もが、何をやっているのかという他人の目を少しも気にせ

ずに、このようなエクササイズをすることができた。

兄弟たちよ、現代は、このやりにくい時代の中では、できる限り最善の

方法で自分をコントロールしていく必要がある。

では次に超聴覚について学ぶことにしよう。

超聴覚

超聴覚とは、超常的な世界において、音を聴くための能力のことである。

超聴覚を開発した人は、肉体から雛れた者の声、天使や座天使たちの声、

チエルビムやセラフィムたちの声を聴くことができる。

このすばらしい能力は、まさに甲状腺にある。甲状腺は喉の中にある小

さな器官であるが、生物学的ヨードを分泌するといった重要な役割を果た

している。この腺に驚くべきチャクラが存在し、ここが覚醒されると超常

的な声を聞くことができる。

この超聴覚を目覚めさせるマントラは数多くあるが、そのうちのいくつ

かをここで紹介しよう。
ェ

まず、「E」から見てみよう。「E」は超聴覚に関するすべてのマント

ラの基礎となるもので次のように発声する。

エー

EEEEEEE・。。．・・・

これは何回も発音し、10分、15分、あるいは30分位続ける。この

音を発声し終わって、もう一度酸素を入れる必要があるときは、鼻孔から

息を吸って、そして息を出しながら、また次のように発音するO

タ7
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エーー

EEEEEEE・・・。。。・

これは超聴覚のための基本的な音である。またこの能力を開発するため

の他のマントラを見てみよう。

アウム　　　　　　　　　チ　ヴア　　　　　　　　　トウン　　　　　　　ェ

AUMー　CHIVA　－　TUN　－　E

次のように行う。

アー　　　　　ウー　　　　　　ムー

AAAAAAUUUUUUUMMMMMM．。・。。
チ一　　　　　ヴア一

CHIIIIVVVVVAAAAAAAA・．・・・
トウー　　　　　　　ン一

TUUUUUUUUNNNNNNNNNN。・・・．
エーー

EEEEEEEEEEEEEEEEE・EE・・。。・

（『ロゴス．マントラ．テウルヒア』第9章参照）

実際に実践すれば、このマントラがいかに驚くべきものか、またそのヴ

ァイブレーションがいかにおそるべきものかがわかるだろう。このマント

ラによって超聴覚を開発することができる。

親愛なる兄弟たちよ、超聴覚を目覚めさせなさい。繰り返し言うが、超

常世界の声を聴くことができるようにならなければならない。超越的な、

類まれな能力を開発するまで、絶え間なく、常にマントラを唱えなさい。

超聴覚を開発するための、極めて重要なやり方がもう一つある。それは

マントラの発声と、祈りを伴った瞑想を一緒に行うものである。そのとき
エ　　　　ン

「E」と「N」の二音を詠唱する。次のように発音する。

エー　　　　　　　ン一

EEEEEEENNNNNNN。…．。

瞑想と祈りを組み合わて発声するならば、ごく短い間に能力は開発され

るだろう。

親愛なる兄弟たちよ、次は直観について見てみよう。

直　観

直観とは、何であろうか。直観とは、推論という気の滅入るようなプロ

セスを経ないで直接に物事を知る力を与えてくれるもの、と言えるだろう。

例えば「これは白い。なぜなら白いから」というようにである。

直観はハートの中で起こる。′ハートのチャクラは直観という尊い能力を
オーム

我々に授けてくれる。直観を開発するマントラは神聖な「OM」である。

次のように発音する。

オー　　　　　　ムー

OOOOOOOMMMMMMM。．・・・・

オ

「O」はハートのセンターにとって、極めて重要な音である。

まずハートのマントラである母音「O」から始めよう。鼻から酸素を適

度に吸い、次のようにゆっくりと、はっきり発音しながら息を吐いていく。

オー

OOOOOOOOO…・。・。．

兄弟たちよ、熱心に発声しなさい。それによって直観能力を目覚めさせ

ることができるだろう。また、「O」と「N」を組み合わせることもでき

る。次のように発声する。

ガ
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オー　　　　　　ン－

OOOO0OONNNNNNN。・．・・

このょうにすると、「O」は鐘の音のような響きになる。これは「N」

のもつ効力が母音に鐘の音のような響きを与えるためである。

我々が直観を手に入れるためには、イマジネーション、祈り、瞑想、そ

して静寂のうちにあることが大切である。このことを知らなければならな

い。飽きずに発声を続けることが大切である。

では次にテレパシーのにっいて学ぶことにしよう。

＊　　＊　　＊

テレパシー

道を歩いているとき、ほんの数分前に考えていたその人に突然ばったり

出会ったということが何度かあるだろう。これは疑いなく、その人とテレ

パシーでコミュニケーションこしていたということである。

テレパシーによって、離れたところにいる人々の考えをキャッチするこ

とができる。これはとても興味深い能力である。

テレパシーを開発したければ、テレパシーのもとはチャクラにあるとい

うこと、そしてその手ヤクラはちょうどへその上にあるということを知る

必要がある。テレパシーと関係のあるチャクラは太陽神経叢である。

この太陽神経叢は、実際人間の有機体の中にあり、既に言つたようにへ

その少し上に位置している。テレパシーを開発するエクササイズはたくさ

んあるが、そのうちの二つを教えよう。

座り心地のよい椅子に腰掛け、東を向き体をリラックスさせる。太陽神

経叢が発光しているのをイメージし、さらに太陽神経叢が左から右へ回転

する蓮の花だと想像する。ためらうことなくこのエクササイズを続ける。

そして美しい育と金色の光線を想像し、これらのすばらしい光線が自分の

太陽神経叢にもたらす感覚をそっくり感じる。

飽きずに練習するように。30分行えば充分である。兄弟たちよ、これ

ノ0／
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が最初のエクササイズである。
ウ

ニ番目のエクササィズは、太陽神経叢に充分集中し、母音「U」を次の

ように発声する。

ウ－

UUUUUUU・・・・．・

ン

また、ベルの音のように響かせるために、この母音に「N」を付け加え

ることができる。次のように行う。

ウ－　　　　　　ンー

UUUUUUUNNNNNNN・ち＿・。・．・・

飽きずに、熱心に実践しなさい。兄弟たちよ、重要なことは、投げ出さ

ないことである。最初から最後まで、粘り強、くやることが肝要である。多

くの兄弟たちがこれらのエクササィズを始めたが、やがてはそれに飽きて

しまった。

真に自分の力を開発したければ、飽きることなく、不屈の精神で、非常

に粘り強く続けなければならない。親愛なる兄弟たちよ、粘り強さなしで

は霊的な超常能力を目覚めさせることは不可能である。

我々は能力を開発するためのマントラを教えたが、もしあなたが粘り強

く行う人でないなら、我々は時間のむだ遣いをしたことになる。あなたに

とって必要なことは実践すること。実際に行うことである。

親愛なる兄弟たちよ、次に過去生について分析していこう。

＊　　＊　　＊

過去生の記憶

この教えを受けているあなたは、もちろん我々の本をすでに読んでいる

ことだろう。つまり『完全なる結婚』や『ベルの革命』、『ゾデイァカル

コース』、『火のバラ』あるいは『内分泌腺学と犯罪学に関する論文』な

どである。しかしまだであれば、それらの勉強をお勧めする。

転生は事実である。ある人々にとって、生まれ変わりは一つの理屈であ

ったり、またある人々には迷信であったり、他の人々には信念や信仰であ

ったりする。しかし自分の過去生を想い出した人々にとって、生まれ変わ

りは一つの事実なのである。

肺のチャクラを目覚めさせることができると、自分の過去生を想い出す

ことができる。左右両方の肺に磁気的センターがある。この二つの肺のチ

ャクラは驚くべきものである。兄弟たちよ、ここが覚醒すると過去の生ま

れ変わりを正確に想い出すことができるだろう。
ア

母音「A」はこの肺のチャクラを振動させる。次のように発音する。

ア－

AAAAAAA・・。・。・

（編者注：意識を背中において、右肺は右廻りに、左肺は左廻りにチャク

ラを回転させるようにイメージする。）

ノ戊ア
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さらに「N」を付け加えれば、母音をベルの音のように響かせることが

できる。この場合次のように発音する。

ァー　　　　　　ンー

AAAAAAANNNNNNN。・・。。・

兄弟たちよ、いかに容易かわかるだろうo実践しなさい。ドクター・ク

ルム・ヘラーは、毎日一時間唱えるようにと弟子たちにアドバイスし、次

のように発声するよう指示した。

イー　　　　エー　　　　オー　　　　ウー　　　　　ァ－

III．。・。、EEE…・、O00・。・。、UUU」・・・、AAA・。・．

また、それぞれの母音が頭から足先までたどるように行う、と助言したo
、、

その意味するところは、音と一体化し、それが頭から足の先まで流れてい

るように想像するということである。そしてそれによって、人のすべての

パワーが目覚めるだろうというのである。ドクター．クルム．ヘラーの方

法は下記のとおりである。

イ　ー

IIIIIIIII・・。・。・．
エーー

EEEEEEEEE…　…。
ォー

OOO0O0OOO．。。．・．．
ウー

UUUUUUUUU・．・。．・。
アー

AAAAAAAAA・．。・。。・

また、弟子は毎日一時間発声しなければならないとドクター・クルム．

ヘラーは言ったが、これは偉大なるマスター、ウイラコッチヤ（クルム・

へラー）が教えた方法である。

サンタマルタのシエラネバダ（ここにノーシス「S＿・」；。S．」がある）

にいる我々ノスティックの兄弟たちは、チェーンを組んで発声したり、一

人ひとりが個人で行つたりしていた。

我々は「I，Eッ　Oッ　U，A」の発声のために、たくさんのマントラを

使ってきた。それらを組み合わせたり、例えば「CH」と組み合わせたり

したが、その結果はいつも驚くべきものであつた。

そこの「S・S．S・」の兄弟たちは神秘的な力を開発した。彼らは高

度に進歩し、超視覚や超聴覚を得、テレパシーを開発し、直観的になり、

過去の生活も想い出し、意のままに肉体に出入りできるようになった。言

い変えれば、彼らは自分自身を広げたということであり、アストラル世界

に自分を入れる方法を知っているということである。では次に進もう。

ティス　　　チェス　　　テ3ス　　　チュス　　　チャス

マントラ「CHIS，CHES，CHOS，CHUS，CHAS」はパ

ワーを目覚めさせるのに驚くべき効果がある。そのマントラは次のように

発声する。

ティー　　　　　　スー

CHIIIIIIS S S S S・。．・。
チエー　　　　　　ス－

CHEEEEEES S S S S．。・。・
チコー　　　　　　スー

CHOOOO00S S S S S。．・。。
チエー　　　　　　スー

CHUUUUUUS S S S S．。・．・
チャー　　　　　　ス－

CHAAAAAAS S S S S。。・・．

（『ロゴス．マントラ。テウルヒア』第7章参照）

母音と「CH」のこの組み合わせに、さらに「S」を付けたものは並外

れた驚くべき効果がある。チャクラ・はパワフルに回転し、内的感覚は目覚

める。しかしながら兄弟たちよ、繰り返し言うが、飽きずに、投げ出した

りせずに続けなさい。なぜなら初めに言ったように、人はプラクティスを

その生涯にわたって行うべきだからである。朝食を摂るのが習慣のように、

これらのプラクティスを日課としなければならない。

人は人生で、実に多くの悪習を身につける。実際、多くの人が暮らしの

中で飲酒やタバコなどの悪習を選んでいる。それらの悪習を捨てなさい。

マントラを唱える方が、バーや居酒屋にいるよりはるかに良いことである。

マントラのプラクティスを充分行っていると、ついにはプラクティスをし

ない日はどうも気持ちが悪いと感じるようになる。兄弟たちよ、辛抱強く、

粘り強くありなさい。これが私からあなたたちへのアドバイスである。

※【S・S・S．）SUMUN SUTREMUN SANTUARIUM

マスター・サマエルがノーシス運動のために建設するように命じた地下神殿o

ベルリンの「S．S・S、」はアストラル界にある至聖所であり、そこには

様々な国から多くの志願者が肉体が休んでいる間に訪れる。

ノ戊ダ
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アストラル

プロジェクション

兄弟たちよ、頭だけでものを考えるのを止めるときがきた。我々は緊急

に現実問題に対して取り組む必要がある。我々の生活というのは、現実的

である。兄弟たちよ、理論づけをしたり、推測であれこれ考えるのは、す

でに過去のことである。

神秘学においては、現実的になるべきである。なぜなら神智学が多くを

語っている内的な世界を、人類が見る必要があるからである。

学徒が自分のアストラル体を訓練することは絶対必要である。あなた方

が肉体、霊、魂のド」オを知らないはずはないであろう。確かに霊はアス

トラル体で包まれており、まさに不思議な体である。その体によって、我

々は肉体に自由に出入りすることができる。また高次元の世界を訪れたり、

他の惑星に移動することもできるのである。

こういったことが現実的ということである。兄弟たちよ、考える代わり

にヒーナス状態の寺院を訪れ、マスターたちやエロヒムに面と向かって話

をし、彼らの口から直接耳へ教えを受ける方がよいであろう。

兄弟たちよ、現実的になるべきときがやって来た。今や、レールに乗っ

て実生活を行い、理論はわきに追いやるべきである。現実的に時代に合わ

ないスクールは忘れ去られるだろう。つまりそれらは時代遅れのスクール

として取り残されるということである。今日においては、生活は100パ

ーセント実際的である。アストラル体で移動することを習いなさい。それ

では、ここでいくつかの方法を教えよう。

ファラォーン

マントラ「FARAON」

1．仰向けの状態で横になる。

2．筋肉を1」ラックスさせる。

3．目を閉じるo

4・自分自身を眠りに誘う。

5。そこでアストラル．プロジェクション（幽体離脱）のための驚異的な

マントラ「FARAON」を発声する。次のようにする。

ファー

FAAAAAAAAAAAAA。…・。・
ルルルラー

RRRRRRRAAAAAAA・・。。・・。
オー　　　　　　ンー

OO0OOOONNNNNNN…　…。

6・両膝を曲げ、足の裏は床に付けたままにする。このとき、膝は縦に曲

げる。そしてまたマントラを次のように繰り返す。

ファー

FAAAAAAAAAAAAA…．。。。
ルルルラー

RRRRRRRAAAAAAA…　‥。・
オー　　　　　　ンー

OOOOO0ONNNNNNN・・・。・・・

（『ロゴス。マントラ・テウルヒア』第8章参照）

何回も何回もこのマントラを繰り返しなさい。よりソフトに、あるいは

メンタリーに（声に出さないで）唱えてもよい。膝を立てたまま、まどろ

んでいく。自分を眠気に誘っていくのである。そしてまどろんできたら、

エジプトのピラミッドを鮮明に想い浮かべなさい。

これは難しくはない。兄弟たちよ、「難しくない」と自分に言い聞かせ

なさい。すべての精神的な緊張を解き、眠気を感じなさい。その結果はす

ばらしいものである。自分のアストラル体に包まれ、内的世界の中で目覚

めるだろう。それが、いつ、どのようにして行われたかがわからなくても

自分の肉体を離脱しているのである。まさに、世界中どこの国にいようと

も自分自身で、アストラル体で意識を持つて目覚めるのである。
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次にアストラル体で抜け出るための他のマントラを説明しよう。

まず、自信を持ちなさい。そして自分が聞いていることに対して注意を払

わなければならない。

世界に存在する最も偉大なパワー、アストラル体で移動するための最も

重要な鍵、それは性エネルギーである。我々がこういうと奇妙に感じるか

もしれないが、よく注意を傾けてほしい。

創造的エネルギー、シグモント．フロイトが言ったあの有名な性的リビ

ドー、つまり性エネルギーは、発生におけるリビドーの変換の過程でクリ

ム（Krim）に似た音を生じる。

兄弟たちよ、アストラル界に入るために、この鍵を使うことができる。

メンタリーに、「LA一RA」の音節を響かせる。次のように行う。

ラ一

LAAAAAAAAAAAA…　‥。
ルルルラー

RRRRRRRAAAAAA・。。。。・

（『ロゴス・マントラ・テウルヒア』第8章参照）

もちろん、このエクササイズは粘り強く続けていかなければならない。

メンタリーに発声しながら行う。

この二つの音節は大変価値あるものである。性エネルギーを激しく振動

させるパワーを持っているからである。それによってー論理的に言う

ならば－エネルギーのレベルが上がり、振動が高められるやいなや、
ス

FOHAT（生命の普遍的な火）のものすごい歯擦音、「S」の音が生じ

るのである。この音は次のように振動させる。

スー．

S S S S S S S S S。・・。・・・

この音は、まさしく小脳内で振動する。それはあたかもコオロギの鳴き

声や、圧搾空気でブレーキを掛けたときの音に似ている。

もしこの音を感じたり、あるいは聞こえたりしても驚くことはない。意

志を使ってその昔をさらに大きく響かせることができる。そしてその昔が

非常に強く振動し、響きが充分大きくなってきたとき、まさにそのとき、

ベッドから体を起こすのである。聞いたとおり、ベッドから起き上がるの

である。肉体ごと起きてしまったの・だろうか、どうやって起きたらよいの

だろうか、などと考えてはなら曳い。ほとんどの学徒は細かなことや、た

めらい、内心の不安に執着する。こだわりを捨てなさい。単に起き上がり

なさい。繰り返し言うが、起きなさい。起き上がれば、自然の力がアスト

ラル体を肉体から離してくれるだろう。しなければならないことは、ただ

起き上がることだけである。もちろんここで言っているのは、心の中で起

き上がる、ということではない。今まで我々が言ってきたことを、現実に

実行すべきだということである。ベッドから起き上がりなさい！

起き上がること、このことに関心を持ちなさい。あなたが為すべきこと

はまず起き上がることである。そして寝室から出る前に、空中に浮くつも

りでジャンプしてみるのである。もし浮いたなら、それは自分がアストラ

ル体でいるということである。もし浮かなかったらベッドに戻り、繰り返

し試みる。もう一度言うが、うんざりしないように。たとえ今日できなく

とも、明日にはできるようになるだろう。

ある学徒はすぐにできるようになるが、できるのに何か月も、あるいは

何年も要する者もいる。いずれにしろ辛抱強さが成功への鍵である。

従って、音を感じたらベッドから起き上がりなさい。そして部屋を離れ
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るが、その前にその寝室の中でジャンプしてみるのである。浮かぶように

ジャンプしてみる。もし浮かべばそれはアストラル体でいるということで

ある。浮かばなければ、明らかにもう一度初めからやり直す必要がある。

ベッドに戻りなさい。

＊　　＊　　＊

識別の鍵

アストラル体で出ているかどうかを知るための、もう一つの効果的な鍵

は“識別”にある。

例えば昼間道を歩いているときに、何年も会っていない友人に突然出会

ったとしよう。兄弟よ、そこで、ただちに正しい反応をしなければならな

い。「自分は今アストラル体なのだろうか？　それとも肉体でいるのだろ

うか？　肉体の外側にいるのだろうか？」と。そして浮くつもりでジャン

プしなさい。もし浮いたなら、明らかにアストラル体でいるということで

ある。

あるいは散歩をしているとき、20～30年前に死んだはずの友人に出

会つたとする。そのようなとき、私は全世界にむけて警戒を呼び掛け、自

分自身に注意を喚起する。すなわち「これは本当のことだろうか？」と自

分に訊いてみる。そしてジャンプする。もし浮いたなら、それはアストラ

ル体でいるということである。

また、通りを歩いていて突然大勢の人々に出くわしたら、兄弟よ、少し

考えてみなさい。この機会をどのように利用することができるか。いくら

でも自分に問うことができるだろう。「ここで自分は何をしているのだろ

う？」　そしてすぐ試してみなさい。浮くつもりでジャンプする。もし浮

いたなら、それは明らかにアストラル界にいるということである。
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あるいは、突然お店のショーウインドを見つけたら、自分に閏い掛けな

さい。「私はアストラル体でいるのだろうか？」　そう自分に訊いて、ジ

ャンプできたなら、それはアストラル体でいるということである。

兄弟たちよ、このょうに我々は“識別”することを学ぶ必要がある。“識

別”するということをきちんと理解しなければならない。

通常、人は意識が眠ったままの状態で内的世界に生きている。内的世界

において、我々の兄弟たちはアストラル体でいる大工に出会うだろう。彼

らは自分の職場で働いている。また商品を陳列した店ではその販売員が、

また自動車の中ではその運転手が、機械を操作している所では機械工が、

働いているのを見ることだろう。彼らはみな、自分たちが肉と骨を持った
、一

体であると信じ切っているのだ。

もし誰かが、彼らの一人に「あなたはどの層にいるのですか？　友よ、

あなたはどこにいるのですか？」と訊いたら、決まって彼らは「自分たち

は肉と骨である体の中にいます」と答えるだろう。もし誰かが「あなた方

はアストラル体でいるのですよ」と教えたとしても、彼らは決して信じた

りせず、笑い飛ばしてしまうだろう。

人々が、内的世界で自分の意識を目覚めさせることができたなら、イニ

シエイトになり、眼の開いた人類となるであろう。そして自分自身をトー

タルに変換することだろう。しかし、今まで教えてきたこれらのエクササ

イズをしようとさえ思わないのであれば、ずっと意識の眠ったままで生き

ることになるだろう。

あなたがこのエクササイズを毎日毎日、瞬間瞬間、一瞬一瞬、行い続け

る中で、長い間会うことのなかった知人に出会つたり、何か普通でないよ

うなことや、大勢の人々に出くわしたときなどに、この質問を自分に向か

って発するならば、このエクササイズは確実に自分の潜在意識に記録され

ていくだろう。その結果、ある夜アストラル界で自分自身にその質問を発

することができるようになる。つまりアストラル界でその間い掛けをして

いるときに突然、意識の目覚めがやって来るのである。

昼間行つたことはすべて、夜、夢の中で繰り返される。昼間このエクサ

サイズをするのが習慣になったら、明らかに、夜眠つている間にもそれと

同じことをするようになる。夢の中でそれができれば、意識が目覚めてい

るということである。意識が目覚めたら、光明を得ることができる。白ロ

ッジの寺院を訪れ、天使たちに援助を請うことができるのである。

もしアストラル体で天使、例えば天使アナエル（愛の天使）を招喚した

ければ、次のように呼び掛けなければならない。

アー　　　　　ン－　　　ティー　　　　　　ア一

AAAAAANNNNTIIIIIIAAAAAAA
グー　　　　　ウナ　　サスタッ　　　サー

DDAAAA UNA SASTAAS SAAA

アナエル、アナエル、アナエル、

ここに来たまえ！　ここに来たまえ！　ここに来たまえ！

クリストによって！　クリストによって！クリストによって！

天使アナエルは必ず呼び掛けに応じてくれる。ァナエルは可愛い子供で

あり、どんなことでも彼と話すことができる。彼からとても多くのことを

学ぶだろう。彼は感じ方、癒し方を知っていて、愛に関するすべてのこと

に関係している。アナエルは極めて賢い存在である。

また、他の惑星の天使を招喫したいときも、すでに習った同じ鍵をいつ

でも使うことができる。しかし兄弟姉妹たちよ、何よりも自らを適応でき

るようにしなさい。つまり、私の言葉に耳を傾けている者は誰であろうと、

アス．トラル体で抜け担ることを習わなければならない。

アストラル体でシャンバラへ行き、そして一対一で聖なるマスター、イ

エス・キリストと話すことができる。彼は死から復活したのと同じ肉体を

もってシャンバラに住んでいる。

イエス・キリストがペテロに、またヨハネに、あるいはトムや、ディッ

ク、ハリー、ヨセフに生まれ変わつた、という人々がいるが、どうしてそ

ういうのか私にはわからない。また他にどのような人がいるというのだろ

うか。人々はたくさんの間違いを犯すものである。この時代においてさえ、

キリストや福音書を信じようとしない人たちがいる。イエス．キリストは

復活したのである。彼は肉体を持つて、それを失わずにシャンバラで生き

ている。シャンバラとは、ヒーナスの状態にある秘密の領域のことである。

隠された領域である。
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それでは、兄弟たちよ、これまで私が書いてきたマントラーアスト

ラル体で抜け出すための一を使うことを覚え、エクササイズを実践し

なさい。また神聖な存在の方々を招喚して、アストラル体で抜け出る方法

を教えてもらうこともできる。それは容易である。ハルポタラテスを招喚

したならば、ハルポタラテスは必ずアストラル体で抜け出る方法を教えて

くれるだろう。

＊　　＊　　＊

ヒーナスの科学

まず初めに、学徒はアストラル体で抜け出ることを学び、その後、肉体

ごと四次元に移行することを習う。・

これは少々信じがたいことだろう。肉と骨からできた肉体をアストラル

世界に移行するなどとは、全く困難に違いないと思うだろう。否、それは

簡単である。容易にできるのである。

自分の肉と骨からなる体をもって内的世界に入りたいと思う者、つまり

肉体ごとヒーナスの状態に移行することを習いたい者は誰でも、その鍵を

知ることができる。

ハルポクラテスが、肉体ごと移行する方法を教えてくれる。ハルポクラ

テスは、ある場所から他の場所へほんの瞬間に移動（トランスポート）す

る方法を教えてくれるのである。我々の肉体を高次の世界に移行させるの

を援助してくれる。

肉と骨からなる体をもつて高次の世界に旅することを習う者は誰でも、

ただちに光明を得ることができるだろう。イエス。キリストは、数々の驚

くべきことを行った。イエスは水の上を歩いたが、それは自分の体を内的

世界に移行させたのである。

ペテロもそれを学んだが、最初は大変苦労をした。イエスが湖の上を歩

いた晩のことを思い出してみよう。なんと興味深いことであろうか。彼は
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ピーナス状態の肉体を便つて歩いたのである。ペテロも努力してみたが、

不幸にもペテロはそれを疑ってしまった。もし彼が疑わなかったならば、

沈んでしまうこともなかっただろう。イエスはペテロを助けなければなら

なかった。そして彼に「信仰のうすい者よ、なぜ疑ったのか」と言った。

肉体をヒーナスの状態に移行するための鍵は「信仰」である。信じる力

のない者は、行為をしそこなう。信じることは、太陽のパワーである。こ

れは灰色の信仰について言っているのではなく、意識ある信仰にっいて言

っているのである。例えば誰にとっても、2＋2＝4であことは間違いな

いだろう。もし私が計算をしたとしても、それが答えである。これが意識

ある信仰である。灰色の信仰はそうでない。我々は「意識ある」信仰につ

いて語っているのである。　　　　　　　　、、

肉体のままで内的世界に入りたければ、次のように行うことができる。

左側を向いて横になる。左手のひらを上にして枕の上に置き、その上に

頭を休める。そこで次のようにハルポクラテスを招喚する。

ハ　ー　　　　　　　ル　ー　　　　　ボ　ー　　　　　　　クラー　　　ティー　　　　　　　ス　ー

HAAAARRRRPOOOOCRATIIIIS S S。・・

HAAAARRRRPOOOOCRATIIIIS S S・・・

HAAAARRRRPOOOOCRATIIIIS S S・・・

クリストによつて、クリストによって、クリストによつて、

われはあなたを呼ぶ・．・

絶対なるものによって、絶対なるものによって、絶対なるものによっ

て、われはあなたを呼ぶ．。。

ハルポクラテス、われを助けたまえ、わが肉体がヒーナスの状態に入

るのを助けたまえ。

兄弟たちよ、徐々に、うとうととまどろみ始めなさい。しかし意識はハ

ルポタラテスに集中したままで。次第に眠くなってきて、いくらかまどろ

んだと感じたとき、眠りに入る最初のきざしを感じたとき、全幅の信頼を

もってベッドから起き上がるのである。夢遊病者がするように起き上がる

のである。しかしそれはほんの少し眠気を保ちながら行いなさい。

起き上がったら、部屋や寝室の中を何歩か歩き回る。そして外の通りに

出る前に、自分は本当にヒーナスの状態にいるのかどうかを、寝室で前述

のテストを行って確かめてみた方がよいだろう。さもなけれるあー道ば

たで一体何をするというのだろうか。－ジャンプし、もし自分が浮い

たなら、それはすでに肉体は内的世界に人つているということである。そ

うしたら静かに通りに出て、ピーナス状態で存在する寺院に向かって進む

ことができる。

チャプルテペックの森にすばらしい寺院があることを思い出しなさい。

チャプルテペックの寺院はおそるべきものであり、不思議なバラ十字の寺

院である。その寺院の長はマスター．ラスムーセンである。彼を訪れるこ

ともできるが、しかし中に入るのを許されるかどうかはわからない。すべ

ては、あなたが正直な人生を送っているか、準備されているか、あるいは

精神的な人物であるか否かによる。あなたが聴く耳をもった姉妹であるか、

徳があり純粋な者であるかどうか、事実、それだけが寺院に入ることがで

きるための唯一の方法である。さもなければ、中に入ることはできない。

とにかく、やってみることである。

そこでもし、彼らにチャプルテペックに入るのを許されなかったとして

も、ヨーロッパ、アジア、アフリカ、あるいは自分の行きたいところへ旅

をするという喜びを満喫することができる。

ドクター．クルム・ヘラーは、ハルポクラテスを招喚する間、眠気の中

にいることは必要であるが、しかしまた輝く空色の卵をイメージし、その

卵の中に自分が入っているのを想像すべきだとも言っている。これはドク

ター・クルム．ヘラーが教えてくれた方法である。

これを実際に行うためる三は、本当に鶏卵を持ってきて工作する。そのと

がつた方の先に小さな穴を開けるが、これをする前に、卵をなまぬるいお

湯に通す。そしてそっと、とても静かに黄身と自身を抜き出し、中身を空

にする。その殻をベッドの近くやナイト・スタンド、あるいは寝室用小卓

の上に置く。

重要なことは、自分が常に卵の形をしているということである。その外

皮はハルポタラテスのパワーに関係し、ハルポクラテスの力はまさに火に

関係している。

古代、地球は卵の形をしていたと言われている。卵はミイラの頭の上に

置かれていた。またブラフマーの金の卵を思い出してみよう。卵の中には

すべての創造のパワーが内包されている。ハルポタラテスは卵の中に宿る

それらの力を操縦する方法を知つているのである。このように卵の中にす
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ベての創造の力が宿っているとしたら、そこからおそるべきパワーが生み

出される、というのは納得のいくことである。

ハルポクラテスは実際にこれらのパワーを操縦する方法を知っていた。

観察してみれば、すべてのものは卵から来ていることがわかるだろう。人、

それ自身も卵から出て来た。母体の卵子は真実、卵そのものである。この

卵が受精し、あとはすべての生物学者が知るところである。

また植物を見てみると、その種子はまさに卵である。種子から、植物は

発芽する。つまり植物は種子からやって来るのである。すべての存在は卵

からやって来る。それゆえ卵は物質を象徴するpゝやしハルポタラテスが卵

のパワーを持っているとしたら、彼はその力を物質に及ぼすことができる

だろう。そして彼が物質に及ぼすパワーを持っでいるとしたら、あなたの

肉体をヒーナスの状態に置くことができるだろうt、あなたの肉体を四次

元に移行させることができるだろうo兄弟たちよ、これはまさに理にかな

ったことである。分析してみれば、それが論理的だということがわかるだ

ろう。我々は何も不合理なことを言っているのではない。

もちろん唯物主義の科学者たちにとって、このことは不条理なことだろ

うが、我々は唯物主義の科学者たちとは少々意見を異にするものである。
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